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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 

キク（Chrysanthemum morifolium Ramat.）を用いて 630、660、690 および 735 nm の

4 種類の波長の LED を暗期中断の光源として用いてキクの花芽分化に及ぼす影響を調査し

た。630 および 660 nm の LED は、秋ギク‘神馬’に対して完全な花芽分化の抑制効果を見

せたが、夏秋ギク‘岩の白扇’では花芽分化の抑制効果が見られなかった。る735 nmのLED

は、‘神馬’の花芽分化を抑制しなかったが、‘岩の白扇’では花芽形成の遅延が確認された。

白熱電球と 690 nmのLEDでは、‘神馬’の花芽分化の抑制と、‘岩の白扇’の花芽分化の大

幅な遅延が見られた。また、660 nmと 735 nmのLED の混合照射では、両品種の花芽分化

を抑制した。シュートの伸長は、735 nm の LED、660 と 735 nm の LED の混合、および白

熱電球では、両品種ともに大幅なシュート伸長の促進効果が確認でき、光量子束密度と節間

長との間に強い正の相関が見られた。 

開花期が異なる 12 品種に対して同様の実験を行った結果、［A］通常型：690 および 735 

nmのLED照射では花芽分化が抑制されない‘セイエーゲ’、‘精の波’、‘セイエルザ’、‘レミ

ダス’、‘精の枕’、‘精興光明’、‘精の誠’、‘神馬’‘精ゆきの’、［B］光感受型：どの光源によ

る暗期中断であっても花芽分化の抑制や遅延が見られた‘セントウエスト’、‘セイオプティ’お

よび‘精つどい’に分類できた。 

‘神馬’に対して様々な光量の 630 および 690 nm の LED を照射し、花芽分化の抑制効

果を検証した。630 nm の LED は、0.050 および 0.083 µmolm-2s-1nm-1では花芽分化は抑

制されなかったが、0.100 µmolm-2s-1nm-1では花芽分化が遅延し、0.150 µmolm-2s-1nm-1に



なると完全に花芽分化が抑制された。690 nm の LED では、0.160 および 0.260 

µmolm-2s-1nm-1で花芽分化の抑制は不十分であったが、0.35 µmolm-2s-1nm-1では花芽分

化が遅延し、0.460 µmolm-2s-1nm-1では抑制された。 

‘岩の白扇’を用いて、630 nm と 735 nm の LED の混合照射における、735 nm の最小光

量を調査した。735 nmの光量が 0.05および 0.10 µmolm-2s-1nm-1では花芽分化は抑制され

なかったが、0.15 および 0.20 µmolm-2s-1nm-1では花芽形成率が低下した。 
 

審 査 結 果 の 要 旨 
 

本研究では、キク（Chrysanthemum morifolium Ramat.）を用いて 630、660、690 およ

び 735 nm の 4 種類の波長の LED を暗期中断の光源として用いてキクの花芽分化に及ぼす

影響を調査した。630 および 660 nm の LED は、秋ギク‘神馬’に対して完全な花芽分化の

抑制効果を見せたが、夏秋ギク‘岩の白扇’では花芽分化の抑制効果が見られなかった。る

735 nm の LED は、‘神馬’の花芽分化を抑制しなかったが、‘岩の白扇’では花芽形成の遅

延が確認された。白熱電球と 690 nm の LED では、‘神馬’の花芽分化の抑制と、‘岩の白

扇’の花芽分化の大幅な遅延が見られた。また、660 nm と 735 nm の LED の混合照射では、

両品種の花芽分化を抑制した。シュートの伸長は、735 nm の LED、660 と 735 nm の LED
の混合、および白熱電球では、両品種ともに大幅なシュート伸長の促進効果が確認でき、光

量子束密度と節間長との間に強い正の相関が見られた。 

開花期が異なる 12 品種に対して同様の実験を行った結果、［A］通常型：690 および 735 

nmのLED照射では花芽分化が抑制されない‘セイエーゲ’、‘精の波’、‘セイエルザ’、‘レミ

ダス’、‘精の枕’、‘精興光明’、‘精の誠’、‘神馬’‘精ゆきの’、［B］光感受型：どの光源によ

る暗期中断であっても花芽分化の抑制や遅延が見られた‘セントウエスト’、‘セイオプティ’お

よび‘精つどい’に分類できた。 

 ‘神馬’に対して様々な光量の 630 および 690 nm の LED を照射し、花芽分化の抑制

効果を検証した。630 nm の LED は、0.050 および 0.083 µmolm-2s-1nm-1では花芽分化は

抑制されなかったが、0.100 µmolm-2s-1nm-1では花芽分化が遅延し、0.150 µmolm-2s-1nm-1

になると完全に花芽分化が抑制された。690 nm の LED では、0.160 および 0.260 

µmolm-2s-1nm-1で花芽分化の抑制は不十分であったが、0.35 µmolm-2s-1nm-1では花芽分

化が遅延し、0.460 µmolm-2s-1nm-1では抑制された。 

‘岩の白扇’を用いて、630 nm と 735 nm の LED の混合照射における、735 nm の最小

光量を調査した。735 nmの光量が 0.05および 0.10 µmolm-2s-1nm-1では花芽分化は抑制さ

れなかったが、0.15 および 0.20 µmolm-2s-1nm-1では花芽形成率が低下した。 

 

以上について，審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論

文として十分価値あるものと認めた。 
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